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環境トピックス 2024 年 06 月号 

このトピックスは環境分野における新しい行政の動きや環境ビジネス情報、コンプライアンス事例をご提供いたします。今後の環境

ビジネストレンドに影響を与える情報をセレクトしています。 
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2．環境ビジネス分野 12 
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(１４) データセンターの余熱を地域暖房に・・・グーグルや MS など 19 
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次ページ以降はアドバイザリー契約会員専用です。
(全20ページ)
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